
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中小製造業の慢性的な人手不足 

民間における人材育成機能の低下 

 
大阪産業のさらなる発展のため、優秀なものづくり技術者・技能者を育てる。 

 
雇用のセーフティネットとしての役割に加え、中小企業の人材育成・確保を支援する役割を担う。

 
少子高齢化・人口減少社会の到来 

 
急速な技術革新 

 
労働力不足による産業衰退の懸念 

大阪産業の強みは優秀なものづくり技術 

府立高等職業技術専門校再編整備事業の推進について（大阪北部地域の再編整備） 

 
多様化する職業能力開発ニーズに対応した職業訓練を推進するため4校を閉校し、2校を新設

 

◎北部校(仮称)基本構想（H21.3 策定） 

（１）公共職業能力開発機能 

○ものづくりの要素（技術・技能）を訓練 
 ・あらゆるものづくりの基盤となる技能 
 ・先端技術分野の知識・基礎技能 
○若者の再チャレンジを促す 
○産業拠点内企業等からの技術支援 

⇒ 優秀な若年ものづくり人材の育成 

○北河内･北大阪の企業集積状況、 
 人材ニーズ調査の結果から 

⇒ 機械系、電気･電子系、建築系の訓練を実施 

北部校（仮称）の訓練分野イメージ 

ものづくり基盤技能 

電気･電子､建築系融合分野 

機械、建築系融合分野 機械､電気･電子系融合分野 

機械系先端技術分野 

電気・電子系先端技術分野 建築系先端技術分野 
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情報提供・相談業務 

テクノ講座（在職者向け訓練） 

求人・人材供給 

質の高い訓練 企業内人材育成の充実

産業拠点内企業などとの連携 

○人材ニーズ調査（Ｈ１９実施）結果 
 ・施設や金銭的理由による企業内人材育成の困難さ 
 ・施設や研修メニューなど公的支援の要請 

（２）中小企業の能力開発支援機能 

⇒ 人材開発センターの設置
 
⇒ オーダーメイド型テクノ講座の充実 
 
⇒ 研修メニューの提供、人材育成に関する相談・ 

情報提供 

産業拠点内に設置 ＋ 拠点内企業等と連携 

校・企業双方にメリット

 

社会経済 

情勢 

北部校（仮称）の機能･役割、訓練分野技術専門校の再編整備事業について 

基 本 

コンセプト 

◇大阪産業の発展を支える次代の「若年ものづくり基盤人材」の育成 

◇企業と連携・協働した 「地域が主体となった職業教育の場」の創造 

《 府立高等職業技術専門校 再編基本構想 （H14.12 策定） 》 

堺 校 

H15.3 閉校 

松原校 

H18.3 閉校 

南大阪校 
H18.4 開校 
通信・環境系 

守口校 

 

東淀川校 

H21.3 閉校 

北部校 
（仮称） 

H25.4 開校予定 

 

芦原校 

芦原校 

サービス系 

 

東大阪校 

東大阪校 

ものづくり系 

夕陽丘校

夕陽丘校

オフィス系 

 
技術専門校全体における科目再編、特色のある技術専門校づくり 

H25.3 閉校予定 

ものづくり系 




